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「まずは余談から」ということで、最近話題の「富岡製糸場」について、市内古

文書の紹介がありました。やはり国策の通達には凄みを感じます。 

さて、今回のテーマは「文明開化と灯り」でした。この富士見市域については、

（電）灯がなかなか届かなかったということを「電気事業要覧」の電気普及年表で知

ることができ、また、その（電）灯りに接した時の驚きの表現を「農民哀史」から披

露されました。灯りが文明の象徴であったようです。 

私が歴史を習ったころは「文明開化」といえば、「散切り頭を叩いてみれば、文

明開化の音がする」と「安愚楽鍋」でした。都会の文明が遅々として伝わらない田舎

とのギャップを諷刺したものであったことを、受講後、思い出してしまいました。 

今回の受講生は、雨の中ではありましたが５３名の大盛況でした。また、講師の

早坂さんの活劇の弁士的な語り口も非常に面白いものがありました。大きな声でマイ

クもいらず、かつ熱心に語って頂き誠にありごとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士見の歴史講座  明治維新から「富士見」誕生までの近代と現代 

   第三回  平成２６年６月２８日(土)10:00～12:00 

文明開化と灯り 

難波田城資料館学芸員 早坂廣人 氏 
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以下、レジメの大項目と一部補足でプロジェクターに映し出された映像の切抜を

入れておきます。講義内容を思い出してください。 

 

＜レジメ＞ 

まずは余談から 

  横田家文書に見る富岡製糸場 

１．灯りの原理と灯火具の分類 

① エネルギー源の分類 

② 物理現象 

③ 灯火具の構造 
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２．横田家文書の「瓦斯灯」 

・明治４年大坂の造幣局にガス灯設置 

・明治５年９月、横浜でガス灯営業開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．石油ランプの時代の灯油 
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  ↑上記の大正５年の換算価格が２倍になっている。これは第一次世界大戦による

影響が考えられるとのこと。世界との関わりがかなり顕著になっている。 

 

４．富士見に電気がくるまで 

・埼玉の電灯会社の興亡 
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５．『農民哀史』の灯り 
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６．明るさと値段の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。 
  

 

抜粋 


